
えき どめ

液体式ディーゼル動車は当初，地方線区の続料改善を日的と

して発足したのであるが，ディーゼノレ動車の特徴である快速性，

機動性，無煙化による快適草サー ピスは，優等列車への発展を

促した。 ug和 30 年関西線名古屋 ・ 湊町聞に準急デ ィ ー ゼル動

車キハ 50 形 2 両(写真一2 ， 50 形の改良 51 形)を l 往復増発し

た。これが優等列車の初めで， 昭和 31 年以後，毎年全国各地に

準急デ ィーゼノレ動車が橋発されている。

昭和 33 年には東北線上野 ・ 仙台間に急行 しみやぎの1 がディ

ーゼル動車・化され， 昭和 35 年末ディーゼル動車による初めての

特急 Lはっかり 1 が従来の客車特急に代わって運転された。 通

勤輸送の蘭でも昭和 36 年末，関西線の奈良 ・ 淡町悶に 3 ドア，

ロングシートの通勤形ディ ーゼル動車が製作され，好評を博し

非電化区間の都市通勤輸送に活躍している。ディーゼノレ動車の

iJ~数は昭和 38 年度末には 4， 000 両である。

2 液体式ディ ー ゼル動車の現況

昭和 39 年度首における液体式デ ィ ーゼル動車の形式別配置

両数 ・ 諸元は，表ー2 に示すとおりであり ， また液体変速機の性

能諸元を示したのが表 3 であ る 。

表-3 液体変速機(ディーゼル動車用)性能諸元

名 称| … -TC2 形 ニ イガタ形|ニイガ叫
TC2A形 DF1l 5JBI DFI 

なお，分任出納役の支払 F統は，あらかじめ会 ;11 長から送付

されている支払命令印の印影と ， Jピ払伝票に押なつされている

支払命令印を照合して債権者に対し支払を行ない， 支払が完了

したときは，債権者から領収証書を徴し， 支払伝票に添付して

収入金の引継書類とともに会計:長に錠 t:Hする ことにな っ ている。

2 駅直払 現場長が，専決施行する ことのできる建物の借

入れ， 土地の借入れ，物件の借入れ等に伴う経費または旅客公

衆見舞金等の贈ワ金もし くは電気 ・ ガスおよび水道の料金のよ

うに，定期的または定術的な軽微の支払その他災害等緊急を要

する場合の支払については，あらかじめ定められた範閉内で現

場長が要求者 と なり，債権者から提出された請求書等に基づき

支払伝票を発行の うえ ， fgJî:'駅区等の分任出納役に提出し， 分

{壬出納役の保管する収入金から支払う方法である。 したが って，

当該支払に対する会計長の調定および支払命令は，事後となる 。

分任出納役は， 支払が完了したときは，債権者から領収証書を

徴し， 支払伝梨に添付して収入金の引継書類とともに会計長に

提出する。

なお ， 駅直払の支払要求をすることができる箇所および経費

の範囲は，次のように定められている。

DWI 形
川 駅直払の支払要求をすることができる箇

所

形 式 3 段 6 要素 " " 
コ γパンダー 1理段子3形要事
カ ップ リング 駐在運輸長 ・ 出張所・出納所・附属機関・現

業機関およびこれらに所属する分区 ・ 支区その

他必婆と認める箇所等で， 支社長等または支社

長等から委任を受けた者が定めた箇所

速度段及び制御 変，直，手動

制御 労式 電磁空気式 " 
逆 転 機 無 " 
ク ラ ッチ 乾燥単板

入力軸標準トルク 85.5 85.5 
kgm 

(入力軸力回転数転/ 
出軸回 数)

(15日 0/600) (1500/600) 

スト ールトルタ比 5.3 5 
最 高 効 率% 83 80 

出力回馳転厳速高度 rpm 1800 " 

電磁空気油
" 圧 式

" " 
混 式多 飯 " 

86 86 

(1500/340) (1500/420) 

5.3 5 

83 80 

" " 

変.直直，自動

電磁油圧式

有

79 

(3270/1635) 

4 

81 

32∞ 

(2) 駅l直払をすることができる経費の範聞

7 ~年決施行すること のできる事項に伴う経

費で， 次に掲げるも の

(7) 建物借入料

(イ) 土地借入料

(ウ) 物件借入料

(エ) 旅客公衆見舞金
変速機油 軽 油 タタ'オフイニルトノBレ白田 油 タ'フニトノレ

クオイ Jレ B
ダフニ ト ノレタ オイ Jレ C

(オ) 公務重傷者見舞金

(力) 殉職者供物料
制御油および リチユ ム グリ タ フニ ト Jレ 90 量添加 タ フニ ト /レ

ダ フ ニ ト Jレクオイ Jレ C
潤滑池 ス及び内燃機袖 クオイル B タービン抗h クオイル B

長 mm 839 839 860 849 

法 全 幅 mm 769 873 680 862 

全 高 mm 732 714 735 685 
乾燥重量 kg 420 503 490 567 

DMHI7A , DMHI7H DMH17A , DMH17H 
標準適用線開 DMH17B DMH17B 

DMHI7C DMH17C 

(大森鉄雄)

えきどめ 駅留 小口扱貨物は鉄道において着駅から r.;j受

人の宅までこれを配達するが，配達せずに荷受人がilH主Zf駅で

引き取るものをしづ。 この場合 ， 運賃は配i主の j~Hlに当たる額

だけま足くなっている。(I{I川 il 勝)

えきばらい 駅払 債権者に対して代li師の支払をするとき

は， 要求者が債権者から提出された請求書その他の証ひょう書

類に基づいてえ払伝烈を発行し，会計長の事前調定および支払

命令を受けて，出納役が銀行振込， 銀行送金または窓口払等の

方法によって債権者に支払 う のが原則であるが，この方法によ

らないで，駅l玄等の分任出納役をして債権者に支払を行なわせ

る方法と して釈払と駅直払 と がある。

l 駅払債権者からの請求書等の受理， 支払伝fRの発行， 会

計長の事前調定および支払命令ま では， 一般の支払方法と同 じ

であるが， これらの手続を経た支払伝票 ・ 請求書および証ひょ

う書類を会計長が駅区等の分任出納役に送付し，分任出納役が

iB納役に代わ っ て白己の保管する収入金から支払 う方法である。

2138 
743 
1435 
2472 

DMF31HS 

(キ) 褒賞金(日本国有鉄道行賞取扱細目IJ 昭

和 27 ・ 11 ・ 1 3 公報依命通達第 23 条の規定による

もので，専決事項に定める範囲内のもの)

(ク) 遺失物法に法づき， 国鉄の保管に帰した

遺失物の保管に要する費用

(ケ) 部外者接待mの茶購入代金

(コ) 軽易な物品等の現場購入品代金

(サ) 医療用品等の ifi購入品代金

(斗随修工 'I rtこ相当するような簡易な修繕工事代金

収) 決算品の修繕代金

(セ) 汚物汲i民料およびじんあい処分費

問 カ バー・カー テン類の洗たく代金

(勿乗車券委託発売手数料

イ その他の経費で次に掲げるもの

(力電気 ・ ガ兄および水道の料金

げ) 電話および電報の料金

(劫 定JUJ刊行物購読料

判 テレビ聴視料およびラジオ聴駁料

(オ) 郵便切手およびはがきの購入代金

t力) 電車および乗合自動車の回数乗車券購入代金

的 自動車の有料道路回数通行券購入代金

け} 渡船料
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